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東
洋
文
化
講
座
一
〇
〇
回
記
念
講
演
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
危
機
言
語
」（
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
三
日
）
講
演
録
②

マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
言
語
接
触
と
マ
タ
ギ
語
の
起
源
と
歴
史

板　

橋　

義　

三

記
号
の
説
明
：

マ
タ
ギ
の
地
域
名

［A

］=

阿
仁
マ
タ
ギ
、［S

］=

仙
北
マ
タ
ギ
、［I
］=
岩
手
マ
タ
ギ
、［C

］=

鳥
海
マ
タ
ギ
、［O

］=

雄
勝
マ
タ
ギ
、［H

］=

平
賀
マ
タ
ギ 

品
詞
：

N
=

名
詞
、V

=

動
詞
、A

dj=

形
容
詞
、A

dv=

副
詞
、S

=

文
、P

ostp=

助
詞=

格
接
語 

言
語
：

P
J:

日
本
祖
語　

O
J:

古
代
日
本
語　

M
J

：
現
代
日
本
語　

A
:

ア
イ
ヌ
語
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〇　

序
論

〇
．
一　

本
研
究
へ
の
経
緯

本
論
は
現
在
で
は
言
語
学
の
分
野
で
は
非
常
に
関
心
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
、
マ
タ
ギ
と
い
わ
れ
る
特
殊
狩
猟
集
団
と
、
そ
の
集
団

に
使
用
さ
れ
て
い
た
マ
タ
ギ
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。

従
来
、
民
俗
学
、
文
化
人
類
学
で
は
大
変
関
心
が
高
い
が
、
言
語
学
、
特
に
方
言
学
、
歴
史
言
語
学
で
は
非
常
に
関
心
が
低
く
、

言
語
学
の
観
点
か
ら
著
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
に
ほ
ん
の
一
部
の
言
語
学
者（
例　

服
部
四
郎
な
ど
）

に
は
関
心
が
持
た
れ
た
が
、現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
マ
タ
ギ
語
自
体
に
は
言
語
と
し
て
も
価
値
を
見
出
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
言
語
学
か
ら
の
関
心
が
薄
れ
た
原
因
の
一
つ
に
、
マ
タ
ギ
そ
れ
自
体
の
組
織
の
弱
体
化
と
相
ま
っ
て
、
マ
タ
ギ
語
の
特

殊
方
言
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
特
に
、マ
タ
ギ
、ア
イ
ヌ
（
史
的
に
は
「
蝦
夷
」）
と
い
え
ば
、

東
北
地
方
北
部
の
山
形
、
秋
田
、
青
森
、
岩
手
な
ど
が
そ
の
中
心
地
で
あ
り
、
非
常
に
地
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
そ
の
言
語
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

〇
．
二　

目
的
と
内
容

本
稿
で
は
マ
タ
ギ
語
の
中
に
数
多
く
の
ア
イ
ヌ
語
彙
が
ど
う
し
て
見
ら
れ
る
の
か
、い
つ
頃
ア
イ
ヌ
語
と
の
接
触
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
借
用
語
彙
は
ど
の
よ
う
な
言
語
学
的
特
徴
と
言
語
学
的
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
探
求
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

マ
タ
ギ
語
の
中
に
見
ら
れ
る
ア
イ
ヌ
語
語
彙
に
つ
い
て
、
本
稿
の
著
者
は
長
い
間
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
み
て
き
た
が
、
特
に
そ

の
語
彙
的
側
面
、
形
態
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
み
て
き
た
。
ま
た
、
文
化
的
に
は
熊
猟
を
中
心
と
す
る
狩
猟
文
化
と
そ
の
儀
式
的
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背
景
に
も
先
住
民
族
的
英
知
が
見
ら
れ
る
点
に
も
重
要
性
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
点
に
も
関
心
が
あ
っ
た
。

熊
猟
の
文
化
は
ツ
ン
グ
ー
ス
人
の
狩
猟
団
に
お
け
る
ツ
ン
グ
ー
ス
諸
語
に
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
語
、
例
え
ば
、

ウ
イ
ル
タ
語
で
はb ǝj ǝ

「
野
獣
、
熊
」
で
あ
り
、
何
ら
言
語
的
共
通
性
が
見
ら
れ
な
い
し
、
儀
式
な
ど
も
特
に
ツ
ン
グ
ー
ス
文
化
に

は
な
い
の
で
、
何
ら
マ
タ
ギ
と
ツ
ン
グ
ー
ス
と
の
史
的
関
係
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　

一　

マ
タ
ギ
に
つ
い
て

一
．
一　

マ
タ
ギ
と
は
？

マ
タ
ギ
と
は
本
来
主
に
東
日
本
特
に
東
北
地
方
に
住
む
日

本
人
で
冬
場
に
な
る
と
組
み
を
な
し
て
山
（
山
小
屋
）
に
入

り
、
二
、三
日
か
ら
二
、三
か
月
に
渡
り
、
野
生
動
物
や
鳥
な

ど
、
特
に
熊
を
狩
猟
す
る
二
、三
人
か
ら
一
〇
人
前
後
の
、

非
常
に
狩
猟
に
長
け
た
集
団
を
言
う
。
山
に
入
る
前
に
、
オ

コ
ゼ
と
い
う
魚
と
同
じ
位
醜
い
山
の
女
神
に
狩
猟
す
る
た
め

の
許
可
を
得
る
た
め
、
そ
れ
を
祭
っ
て
あ
る
神
社
に
参
拝
に

行
く
と
い
う
。
阿
仁
マ
タ
ギ
（
佐
藤
勝
次
郎
氏
）
の
山
で
の

正
装
、
猟
具
の
ほ
ん
の
一
部
の
写
真
を
掲
載
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　

マタギ正装

ワラダ（兎猟）

クマナガサ

サンダンジュウ
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猟
場
で
は
マ
タ
ギ
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て
獲

物
を
仕
留
め
る
か
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
。
下
に
仙
北
マ
タ
ギ
の
猟
場
略
図

（
巻
狩
り
と
い
わ
れ
る
手
法
）
を
示
す
。
そ
れ
と
と
も
に
マ
タ
ギ
組
織
の
猟

場
に
お
け
る
役
割
も
以
下
に
示
す
。

　
　

シ
カ
リ
：
マ
タ
ギ
の
長

　
　

ム
カ
エ
マ
ッ
テ
（
ム
カ
デ
マ
ッ
ト
と
も
）：
見
張
り
役
、
全
体
の
行 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
を
指
図
す
る
合
図
役

　
　

ブ
ッ
パ
：
鉄
砲
を
持
っ
た
射
手

　
　

セ
コ
（
勢
子
）：
鉄
砲
を
持
た
ず
、
獲
物
を
追
い
出
す
役
目

二　

マ
タ
ギ
語
の
定
義
と
現
状

二
．
一　

マ
タ
ギ
語
の
定
義

マ
タ
ギ
語
と
は
主
に
東
北
地
方
の
北
部
で
マ
タ
ギ
狩
猟
集
団
に
よ
っ
て
使

用
さ
れ
た
秘
密
語
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
語
の
語
句
の
影
響
を
部
分
的
に
受
け
た
、

日
本
語
の
地
域
方
言
の
一
種
で
あ
る
。
以
下
の
点
で
非
常
に
特
異
な
言
語
で

あ
る
。

（
一
）
社
会
方
言
と
考
え
ら
れ
る
点

仙北マタギの猟場略図
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�

東
北
地
方
の
村
に
住
む
、
社
会
的
に
儀
式
的
に
つ
な
が
り
を
持
つ
の
が
マ
タ
ギ
と
い
わ
れ
る
特
別
な
男
性
狩
猟
集
団
に
よ
っ
て

話
さ
れ
る
言
語
で
あ
る
。
冬
場
に
特
定
の
山
に
は
い
り
、
野
生
動
物
を
狩
る
際
に
は
、
そ
の
集
団
内
の
個
人
は
特
定
の
役
割
を

も
つ
。

（
二
）
地
域
・
時
限
方
言
と
考
え
ら
れ
る
点

　

�

東
北
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
言
で
話
す
マ
タ
ギ
語
は
冬
山
に
入
っ
た
と
き
だ
け
に
話
す
山
言
葉
で
あ
る
。
狩
猟
の
た
め

に
山
に
入
ら
ず
里
に
い
る
と
き
は
冬
場
で
あ
っ
て
も
マ
タ
ギ
語
を
話
す
こ
と
は
な
い
。

（
三
）
二
種
類
の
秘
密
語
と
考
え
ら
れ
る
点

　

①
マ
タ
ギ
集
団
以
外
の
人
間
に
対
す
る
秘
密
性
：

　
　

�

一
般
に
村
人
に
は
理
解
で
き
な
い
、
特
殊
な
語
句
や
文
を
、
山
で
狩
猟
を
す
る
際
に
使
用
す
る
の
で
、
秘
密
語
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
家
族
や
友
人
な
ど
と
山
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
マ
タ
ギ
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
マ
タ
ギ
の
集
団

と
し
て
山
に
入
っ
た
と
き
だ
け
で
あ
る
。
里
人
と
い
う
人
間
に
対
す
る
秘
密
性
で
あ
る
。

　

②
山
の
女
神
に
対
し
て
の
み
使
用
す
る
言
語
で
あ
る
と
い
う
秘
密
性
：

　
　

�

も
う
一
点
は
山
を
占
め
、
そ
こ
に
あ
る
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
る
山
の
女
神
の
た
め
だ
け
に
使
用
す
る
と
い
う
秘
密
性
で
あ

る
。
山
を
支
配
す
る
す
べ
て
の
自
然
は
神
聖
で
あ
り
、
マ
タ
ギ
が
山
で
狩
猟
す
る
際
に
は
そ
の
女
神
の
狩
猟
許
可
を
得
な
い

と
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

二
．
二　

マ
タ
ギ
語
の
現
状

現
状
で
は
マ
タ
ギ
と
い
わ
れ
る
特
別
狩
猟
集
団
は
、
一
世
代
前
の
マ
タ
ギ
集
団
が
行
っ
て
い
た
よ
う
に
は
集
団
狩
猟
は
行
わ
れ
な
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く
な
っ
た
。
そ
れ
は
全
般
的
な
生
活
様
式
の
変
化
、
例
え
ば
、
経
済
生
活
の
飛
躍
的
向
上
、
科
学
的
・
物
質
的
見
方
へ
の
変
化
、
狩

猟
時
期
が
非
常
に
限
定
さ
れ
、
山
に
自
由
に
入
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
マ
タ
ギ
と
い
う
狩
猟
集
団
に
対
す
る
社
会
的
な
価
値
が
世
間
一
般
に
も
見
出
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

今
日
で
は
マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
や
他
の
マ
タ
ギ
関
連
催
し
物
が
開
か
れ
る
が
、
一
般
に
は
マ
タ
ギ
語
そ
れ
自
体
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら

れ
て
い
る
。

マ
タ
ギ
語
の
生
存
状
況
は
最
も
低
く
、
ほ
と
ん
ど
瀕
死
状
態
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
度
に
お
け
る
マ
タ
ギ
語
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
マ
タ
ギ
狩
猟
集
団
自
体
が
そ
の
集
団
と
し
て
存
在
せ
ず
、
田
畑
を
荒
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
り
、

住
宅
街
に
出
没
し
た
り
し
て
、
人
命
を
脅
か
す
熊
を
捉
え
る
一
時
的
な
仕
事
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
タ
ギ
狩
猟
集
団
が
存
在
し
な
く
て
も
、
マ
タ
ギ
狩
猟
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
維
持
を
図
る
活
動
な
ど
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
地
域
（
阿
仁
マ
タ
ギ
）
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の
一
環
と
し
て
マ
タ
ギ
文
化
を
取
り
込
ん
で
観
光
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
や

地
域
お
こ
し
の
活
動
を
し
て
い
る
地
域
（
目
屋
マ
タ
ギ
）
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の
現
状
は
マ
タ
ギ
と
し
て
の
狩
猟
と
い
う
よ
り

も
現
代
の
社
会
正
義
に
則
っ
た
活
動
や
お
祭
り
な
ど
で
も
て
な
す
た
め
の
活
動
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
言
語
と
文
化
の
消
滅
速
度
は
異
な
り
、
物
質
・
精
神
文
化
が
衰
退
し
て
い
く
と
、
言
語
が
次
の
世
代
に
継
承
さ
れ
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
言
語
が
よ
り
速
い
速
度
で
消
滅
し
て
い
く
（
ア
イ
ヌ
語
も
同
様
で
あ
る
）。
よ
っ
て
、
マ
タ
ギ
狩
猟
文
化

が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
現
状
況
で
は
、
マ
タ
ギ
語
そ
れ
自
体
が
次
世
代
に
継
承
さ
れ
な
い
た
め
、
マ
タ
ギ
語
の
消
滅
が
あ
っ
と
い
う
間

に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
ど
の
地
域
の
マ
タ
ギ
集
団
も
そ
の
地
域
マ
タ
ギ
語
そ
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
確
保
し
た

熊
な
ど
の
解
体
の
際
に
は
儀
式
を
行
い
、呪
文
を
唱
え
て
か
ら
解
体
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
須
だ
っ
た
が
、そ
れ
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
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て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三　
「
マ
タ
ギ
」
と
「
マ
タ
ギ
語
」
と
い
う
語
に
関
す
る
源
流
と
歴
史

「
マ
タ
ギ
」
と
い
う
語
に
関
す
る
源
流
・
起
源
に
つ
い
て
は
概
略
二
つ
の
大
き
な
見
方
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
二
、三
、
異
な
っ

た
説
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
あ
ま
り
実
証
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
最
も
典
型
的
な
言
語
学
や
人
類
学
で
見
ら
れ
る
説
を
提
示

す
る
。

マ
タ
ギ
と
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
共
通
の
言
語
学
的
側
面
は
両
文
化
に
非
常
に
強
く
根
付
い
て
い
る
。
マ
タ
ギ
語
に
お
け
るm

atagi

「（
熊
）
狩
人
」
は
日
本
祖
語
に
お
い
て
は*m

atanki

「（
熊
）
狩
人
」
に
さ
か
の
ぼ
る
と
同
時
に
、
他
の
多
く
の
語
彙
も
ア
イ
ヌ
語

と
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
説
が
あ
り
、
マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
歴
史
的
関
係
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
音
韻

的
・
意
味
的
に
可
能
と
思
わ
れ
る
、「m

atagi

」
の
語
に
つ
い
て
、
マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
対
応
に
お
い
て
歴
史
的
関
係
に
関
す
る
、

異
な
っ
た
見
解
を
見
て
み
る
。

①
マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
一
部
の
語
彙
の
共
通
性
は
単
に
偶
然
の
一
致
で
あ
る
。

②
マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
一
部
の
語
彙
の
共
通
性
は
同
起
源
で
あ
る
。

③
マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
が
接
触
し
、
マ
タ
ギ
語
が
ア
イ
ヌ
語
か
ら
語
彙
等
を
借
用
し
た
。

④
マ
タ
ギ
語
に
お
い
てm

atanki

と
い
う
語
が
創
造
さ
れ
、
そ
の
後
、
ア
イ
ヌ
語
が
そ
れ
を
マ
タ
ギ
語
か
ら
借
用
し
た
。
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①
の
説
は
マ
タ
ギ
語
の
中
に
こ
の
語
の
他
に
多
く
の
ア
イ
ヌ
語
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
説
明
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
説
は
信
ぴ
ょ

う
性
は
低
い
。
②
の
説
は
両
言
語
に
共
通
な
の
は
語
彙
で
あ
り
、
他
の
言
語
レ
ベ
ル
、
例
え
ば
、
文
法
な
ど
は
全
く
異
な
る
と
い
う

よ
う
な
点
が
説
明
不
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
起
源
で
は
な
い
。

③
の
説
明
が
正
し
い
と
す
る
に
は
、
③
で
は
ア
イ
ヌ
語
のm

atanki

が
マ
タ
ギ
語
のm

atagi

よ
り
も
古
い
語
で
あ
る
こ
と
を
示

す
こ
と
と
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
にm

atagi

が
ア
イ
ヌ
語
か
ら
借
用
さ
れ
た
の
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
語
が
す
べ

て
の
ア
イ
ヌ
語
方
言
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
語
な
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
の
④
が
正
し
い
と
言
う
た
め
に
は
、m

atanki

と
い
う
語
が
日
本
語
内
で
誕
生
し
た
こ
と
の
裏
付
け
と
そ
の
起
源
と
な
る
語

の
存
在
を
確
認
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
の
裏
付
け
と
確
認
が
な
け
れ
ば
、
マ
タ
ギ
語
に
は
た
く
さ
ん
の
共
通
語
彙
が
見
ら
れ
る
と

い
う
事
実
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
後
者
③
、
④
の
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
と
の
関
連
で
、
次
の
二
つ
の
相
反
す
る
考
え
方
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
言
語
学
的
・
歴

史
的
証
拠
や
間
接
的
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
。

（
一
）
日
本
語m

atagi

は
日
本
祖
語*m

atanki

か
ら
の
派
生
と
す
る
見
解

日
本
語
の
名
詞m

atagi

「
跨
ぐ
人
、何
か
を
跨
ぐ
こ
と
」は
動
詞m

atag-u

「
跨
ぐ
」か
ら
派
生
し
、複
合
名
詞 ki-m

atagi

「
木
跨
ぎ
」、

yam
a-m

atagi

「
山
跨
ぎ
」
の
語
が
形
成
さ
れ
、
両
者
と
も
にm

atagi
は
「
マ
タ
ギ
、
特
別
熊
狩
り
集
団
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
マ
タ
ギ
語
は
日
本
語
の
特
殊
な
方
言
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
日
本
語
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
理
由
に
よ
り
、
左
記

の
日
本
祖
語
か
ら
の
言
語
変
化
も
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
裏
付
け
と
し
て
、
古
代
日
本
語m

atagi

か
ら
日
本
祖
語*m

atanki

が
再
構
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
視
し
た
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い
の
は
古
代
日
本
語
の
語
末
音
節
のC

V

［-gV

］
が
日
本
語
祖
語
で
は*N

C
V

［*-nkV
-

］
に
前
鼻
音
化
音
節
に
再
構
さ
れ
、
こ
れ

は
日
本
語
と
日
本
祖
語
と
の
間
の
規
則
的
な
音
韻
対
応
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
た
音
韻
変
化
が
あ
る
同
時
期
に
み
ら
れ
る

が
、
後
述
す
る
。

（
二
）
ア
イ
ヌ
語m

atanki

か
ら
の
派
生
と
す
る
見
解

現
存
す
る
ア
イ
ヌ
語
方
言
辞
典
で
は
、
ア
イ
ヌ
語m

atanki

「
熊
狩
人
、
狩
り
を
す
る
こ
と
」
は
平
取
、
静
内
、
帯
広
、
釧
路
方

言
の
北
海
道
南
部
沿
岸
平
野
部
方
言
に
し
か
見
ら
れ
な
い
（
萱
野 

一
九
九
六
：
四
二
三；

服
部 

一
九
六
四
：
一
一
二
）。
そ
の
語
を

基
盤
に
し
て
複
合
語
と
し
た
も
のm

atankine-epaye< m
atanki-ne-e-paye

「
狩
人
に
な
る
、
狩
り
に
行
く；

マ
タ
ギ
」＜

「
マ
タ

ギ-

に
な
る-

へ-

行
く
」：
田
村
一
九
九
六
：
三
七
九
）
が
あ
る
。

そ
の
他
の
方
言
で
はekim

ne

「（
狩
猟
し
に
）
山
に
い
く
」<e-kim

-ne

「
へ
‐
山
‐
で
あ
る
」（
千
歳
方
言
：
中
川
二
〇
〇
〇
：

七
九
）、kim

oyki

「
山
で
狩
猟
す
る
」< kim

-o-i-ki

「
山-

で-

物
事
を-

す
る
」（
沙
流
方
言
：
田
村
一
九
九
六
：
三
〇
四
）
か
、

そ
の
語
の
複
合
語
、
ま
た
は
全
く
熊
狩
や
狩
猟
に
関
す
る
同
源
語
が
見
ら
れ
な
い
か
の
ど
れ
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
語
は
ア
イ

ヌ
語
起
源
で
あ
る
と
い
う
蓋
然
性
は
非
常
に
低
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ア
イ
ヌ
語
のm

atanki

は
日
本
祖
語
の*m

atanki
と
全
く
同
形
で
あ
る
が
、
こ
の
日
本
祖
語
の*m

atanki

は
古
代
日
本
語

のm
atagi

か
ら
再
構
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
語
の
語
と
は
単
に
同
形

な
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
日
本
祖
語
か
ら
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
、
あ
る
い
は
古
代
日
本
語
か
ら
規
則
的
な
音
韻
対
応
を
す
る
形
で
借
用

し
た
蓋
然
性
が
強
く
な
っ
て
く
る
。O

J 

前
鼻
音
＋
有
声
閉
鎖
音
（［-

ng

］）＞
：A

 

鼻
音
＋
無
声
閉
鎖
音
（［-nk

］）
と
の
対
応
が

規
則
的
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
語
の
基
本
音
節
数
は
単
音
節C

V

（C

）
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
ア
イ
ヌ
語
のm

atanki

は
三
音
節
で
あ
り
、

こ
れ
は
複
合
名
詞
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
こ
の
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
単
音
節
が
語
彙
的
意
味
を
持
つ
こ
と
が
ア
イ
ヌ
語
で
は
規

則
で
あ
る
た
め
、も
し
こ
の
語
を
単
音
節
ご
と
に
分
解
で
き
る
と
す
る
と
、ma

「
泳
ぐ
、焼
く
」-tan

「
こ
の
」-ki

「
す
る
」
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
音
節
が
一
つ
の
語
の
意
味
と
し
て
一
貫
性
を
も
た
な
い
の
で
、
こ
れ
は
日
本
語
か
ら
の
借
用
で
あ
る
蓋
然

性
が
非
常
に
高
い
。

こ
れ
ら
の
事
実
や
蓋
然
性
か
ら
、こ
の
マ
タ
ギ
語
に
お
け
るm

atagi

は
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
で
は
な
い
蓋
然
性
が
非
常
に
高
い
。

も
し
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
（
他
の
言
語
か
ら
の
借
用
で
あ
る
蓋
然
性
は
ほ
ぼ
な
し
）
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
語
は
日
本
語
内
で
形
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
マ
タ
ギ
語
に
お
け
るm

atagi

は
日
本
祖
語
の
＊m

atanki

か
ら
あ
る
い
は

古
代
日
本
語
のm

atagi

か
ら
ア
イ
ヌ
語
へ
と
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
も
う
一
点
付
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
名
詞m

atagi

は
動
詞m

atag-u

か
ら
名
詞
に
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

本
来
の
動
詞
語
幹
は
日
本
語
で
あ
り
、
最
も
典
型
的
な
音
節
数
の
二
音
節
で
あ
る
こ
と
も
間
接
的
に
支
持
す
る
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
語

のm
atanki

は
日
本
語
あ
る
い
は
マ
タ
ギ
集
団
か
ら
借
用
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
最
も
理
に
か
な
っ
た
解
釈
で
あ
る
と
言
え
る
。

P
J* m

atan
ki 

［m
ataŋki

］＞
O

J,M
J m

atagi 

［m
ataŋi

］

こ
の
形
態
に
変
化
は
、
そ
れ
と
並
行
し
て
同
時
に
中
期
日
本
語
（
平
安
時
代
（
七
九
八-

一
一
八
五
／
一
一
九
二
））
以
前
に
次

の
一
連
の
前
鼻
音
化
現
象
が
起
こ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
：

/*-m
p-/

＞
/-

mb-/,　

/*-nt-/
＞

/-
nd-/,　

/*-nk-/
＞

/-
ŋg-/ or /-ŋ-/ 

に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
そ
の
時
期
で
は
上
代
の
表
記
と
音
韻
の
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
連
の
変
化
もm

atagi

の
語
の
変

化
（
マ
タ
ギ
語/-nk-/

が/-
ŋg-/ or /-ŋ-/

）
も
上
代
日
本
語
（
奈
良
時
代
（
七
一
〇-

七
九
三
））
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

従
っ
て
、
マ
タ
ギ
と
い
う
語
の
形
成
さ
れ
た
の
は
上
代
以
前
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
、
正
式
な
集
団
と
し
て
の
意
味
を
持
た
ず
、

平
安
期
、
鎌
倉
・
室
町
期
を
通
り
、
江
戸
初
期
に
な
る
ま
で
単
に
「
熊
狩
り
、
狩
人
」
な
ど
の
意
味
で
時
空
間
上
非
常
に
限
定
的
に

使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
一
七
世
紀
ご
ろ
を
も
っ
て
マ
タ
ギ
と
い
う
語
が
初
め
て
正
式
に
特
別
狩
猟
集
団
と
し
て
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
砂
子
瀬
物
語
な
ど
に
よ
る
記
載
）
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
津
軽
藩
日
誌
（
藩
日
誌
：
一
八
世
紀
に
作
成
）
な
ど
か
ら
、

マ
タ
ギ
と
い
う
名
称
が
単
に
「
猟
師
、
狩
人
」
で
は
な
く
、「
狩
猟
技
術
に
優
れ
た
特
別
待
遇
の
熊
狩
人
」
に
昇
格
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
マ
タ
ギ
も
正
式
な
狩
猟
集
団
と
し
て
少
し
ず
つ
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
初
め
は
少

人
数
の
二
、三
名
の
集
団
か
ら
始
ま
り
、
最
終
的
に
は
一
〇
名
以
上
の
確
立
し
た
集
団
と
な
っ
て
マ
タ
ギ
狩
猟
集
団
が
結
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
、
マ
タ
ギ
の
意
味
付
け
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①
猟
師
個
人
（
非
正
規
の
小
集
団
も
存
在
し
て
い
た
）

②
大
型
の
熊
な
ど
を
狩
猟
す
る
優
れ
た
技
術
を
も
っ
た
特
別
な
猟
師
個
人

③�

大
型
の
熊
な
ど
を
狩
猟
す
る
優
れ
た
技
術
を
も
っ
た
特
別
待
遇
集
団
と
そ
の
集
団
内
の
個
人
の
両
方
（
津
軽
藩
な
ど
正
式
な
狩

猟
集
団
の
マ
タ
ギ
と
し
て
認
定
し
た
）。
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こ
の
よ
う
な
藩
な
ど
か
ら
の
正
式
な
認
定
に
よ
り
、
江
戸
初
期
の
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
（
一
六
六
九-

一
六
七
二
）
と
ク
ナ
シ

リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
（
一
七
八
九
）
な
ど
の
ア
イ
ヌ
と
の
闘
い
が
北
海
道
で
起
き
て
も
東
北
の
ア
イ
ヌ
は
マ
タ
ギ
な
ど
と
は
継
続
的

に
良
い
関
係
を
維
持
し
た
と
見
ら
れ
る
。

四　

マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
接
触  

一
七
、一
八
世
紀
に
は
北
海
道
で
ア
イ
ヌ
と
和
人
と
の
間
に
争
い
や
戦
い
が
あ
っ
た
も
の
の
、
東
北
地
方
の
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
は

信
頼
が
厚
く
、
そ
の
争
い
や
戦
い
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
マ
タ
ギ
は
多
く
の
ア
イ
ヌ
を
、
そ
し
て
ア

イ
ヌ
語
を
受
け
入
れ
、
そ
の
先
住
民
族
的
意
識
（
特
に
自
然
と
の
調
和
）
を
も
含
め
て
日
本
人
の
マ
タ
ギ
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
形
成
に
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
単
に
ア
イ
ヌ
語
を
借
用
し
た
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
意
識
・
文
化
的
な
面
ま
で
も
一
部
変
革
し
、
よ
り
自
然
に
沿
っ
た

生
き
方
を
学
ん
で
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
言
語
学
的
（
音
韻
対
応
）
側
面
を
見
て
い
く
。

①
ア
イ
ヌ	{kanto}= N

 

［
天
、
空
］

　

マ
タ
ギ	{kado}=N

 

［
天
候
］ ［A

?

］

②
ア
イ
ヌ	{m

akiri}=N
 

［
小
刀
］

　

マ
タ
ギ	{m

agiri}=N
 

［
小
刀
、
槍
］ ［A

, S

］

③
ア
イ
ヌ	{pake}=N

 

［
人
の
頭
、
動
物
の
頭
］ 
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マ
タ
ギ	{bakke}= N

 

［
熊
の
頭
］ ［A

, I

］

	
{bakkya}=N

 

［
熊
の
頭
］ ［S

］

	
{hake}/{gashira}~{hake}~{hakke}=N

 

［
切
取
っ
た
熊
の
頭
］ ［A

?

］

	
{hakkei}=N

 

［
頭
］ ［A

?

］

	
{hakketa}=N

 

［
崖
］ ［A

?

］

④
ア
イ
ヌ	{pira}=N

 
［
崖
］

　

マ
タ
ギ	{hira}=N

 

［
ケ
ン
網
と
い
う
熊
を
捕
ま
え
る
網
］ ［A

?

］

	
{hira-odoshi}/{occho}=N

 

［
半
開
き
に
な
っ
た
本
の
形
を
し
た
、
圧
死
仕
掛
け
の
獣
と
り
捕
獲
機
］ ［S

］

	
{odoshi-hira}=N

 

［
木
組
み
構
造
物
の
上
に
一
ト
ン
ほ
ど
の
石
を
積
み
上
げ
て
作
る
釣
り
天
井
式
の
熊
捕
獲
機
］ ［A

, S, I

］

	
{hira-m

ae}=N
 

［
斜
面
］ ［S
］

	
{hira-tsugu}<{hira-

つ
く}=S

/V
［
崖-

つ
く
：
雪
崩
が
起
こ
る
］ ［A

, S
, C

, O
, H

］

	
{oo-bira}/{ne-bira}=N

［
大-

崖/
根-
崖
：
春
の
土
の
ま
ま
の
雪
崩
］

	
{sasa-hira}=N

 

［
笹-

崖
：
山
の
傾
斜
を
走
る
新
し
い
雪
の
雪
崩
］ 

⑤
ア
イ
ヌ	{pono}=A

dj 

［
小
さ
い
］

　

マ
タ
ギ	{hono}=N

 

［
中
型
の
カ
モ
シ
カ
］ ［A

?

］, ［
子
供
カ
モ
シ
カ
］ ［I

］
	

{honogo}=N
 

［
二
歳
程
度
の
カ
モ
シ
カ
］ ［I, C

］

⑥
ア
イ
ヌ	{poro}=A

dj 

［
大
き
い
］

　

マ
タ
ギ	{horo}=N

 

［
た
く
さ
ん
］ ［A

］
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{horo-bidagi}=N

 

［
大
き
い
：
大
人
］ ［A

］

	
{horo-kacho}=N

 

［
大
き
な
器
物
］ ［S

］

	
{horo-ni-tsum

asei}=S
/V

 

［
ホ
ロ
に
つ
ま
せ
い
：
お
ご
る
］ ［A

］

⑦
ア
イ
ヌ	{sam

pe}=N
 

［
心
臓
］ ［A

?

］

　

マ
タ
ギ	{sabe}/{sa

mbe}=N
 

［
熊
や
カ
モ
シ
カ
の
心
臓
、
胆
］ ［A

?

］

⑧
ア
イ
ヌ	{seta}=N

 
［
犬
］

　

マ
タ
ギ	{heda}/{seda}/{seta}=N

 

［
犬
］ ［A

, S

］

	
{setta}=N

 

［
犬
の
肉
］ ［S

］

⑨
ア
イ
ヌ{upas}=N

 

［
雪
］

　

マ
タ
ギ{w

aba}/{w
anba}/{w

ashi}= N
 

［
雪
崩
］ ［A

, S
, C

, O
, H

］

	
{w

ashihashigogu}<{w
ashi-hashi

端-ugogu

動
く}=N

 

［
雪
崩
］

	
{w

ashihashigori}<{w
ashi-hashi

端-igori

起
こ
る
？}=N

 

［
雪
崩
が
起
こ
る
こ
と
］ ［A

］

⑩
ア
イ
ヌ	{w

akka}=N
 

［w
ater

］

　

マ
タ
ギ	{kasuke-w

akka}=N
 

［
粕
気?-w

akka
；

濁
り
酒
］ ［A

, S

］
	

{m
eguri-w

akka}=N
 

［
濁-w

akka
；

濁
り
酒
］ ［S
］

	
{nigori-w

akka}=N
 

［
濁-w

akka
；

濁
り
酒
］ ［A

］

	
{kiyo-w

akka}=N
 

［
清-w

akka
；

清
酒
］ ［S

］

	
{m

a-w
akka}=N

 

［
真-w

akka
；

清
酒
］ ［A

?

］
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{w

aka}=N
 

［
雨 

（
水
）］ ［S

］

	
{w

akka}=N
 

［
水
、
酒
］ ［A

, S

］

	
　

 {uji-w
akka-hedaru}=S

 

［
内
‐w

akka-

滴
る；

小
便
を
す
る
］ ［S

］

**

マ
タ
ギ
語
で
は
用
言
の
借
用
語
は
用
言
と
し
て
で
は
な
く
、
体
言
と
し
て
借
用
さ
れ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
一
〇
語
彙
項
目
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
複
合
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
複
合
語
は
主
に
次
の
よ
う

な
言
語
結
合
に
な
っ
て
い
る
。

　

名
詞
＋
名
詞
：
日
本
語
＋
ア
イ
ヌ
語
、
ア
イ
ヌ
語
＋
日
本
語

　

名
詞
＋
動
詞
：
ア
イ
ヌ
語
＋
日
本
語

　

名
詞
＋
名
詞
＋
動
詞
：
日
本
語
＋
ア
イ
ヌ
語
＋
日
本
語
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
イ
ヌ
語
＋
日
本
語
＋
日
本
語

単
体
名
詞
は
常
に
日
本
語
起
源
か
ア
イ
ヌ
語
起
源
で
、
多
く
の
名
詞
は
日
本
語
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
複
合
語
は
日
本
語
と

ア
イ
ヌ
語
か
ら
な
っ
て
い
る
も
の
も
だ
い
ぶ
あ
る
。
複
合
名
詞
も
複
合
動
詞
の
場
合
に
も
そ
の
言
語
の
順
序
は
ど
ち
ら
も
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
複
合
動
詞
の
場
合
に
は
マ
タ
ギ
語
は
日
本
語
の
変
異
形
な
の
で
、
文
は
動
詞
終
わ
り
で
あ
る
。
ま
た
、
複
合
語
は
ア

イ
ヌ
語
の
み
か
ら
な
る
も
の
は
な
く
、
必
ず
日
本
語
の
語
が
加
わ
る
。

さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
語
の
用
言
か
ら
の
借
用
は
一
旦
日
本
語
の
名
詞
と
み
な
し
て
扱
う
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は

外
国
語
か
ら
借
用
さ
れ
る
際
に
は
非
常
に
厳
格
な
マ
タ
ギ
語
（
日
本
語
）
の
ル
ー
ル
と
し
て
あ
る
。

上
記
の
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
語
は
方
言
上
の
相
違
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
同
時
期
の
日
本
語
に
は
方
言
上
の
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差
異
が
大
き
く
存
在
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
の
東
北
方
言
に
よ
る
地
名
（
樺
太
方
言
も
）
に
は
全
く
方
言
差
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

は
既
に
地
名
研
究
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る（
山
田
一
九
九
五
ａ
：
一
五
八-

一
五
九；

板
橋
二
〇
一
四
：
二
六
〇；

二
六
四
）。
さ
ら
に
、

七
、八
世
紀
の
日
本
書
紀
な
ど
の
古
文
書
に
載
っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
お
い
て
も
東
北
地
方
の
そ
れ
に
は
方
言
差
が
な
か
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

樺
太
方
言
の
地
名
も
同
様
に
方
言
差
が
な
い
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
東
北
地
方
の
日
本
人
マ
タ
ギ
集
団
（
日
本
語
方
言
も
同
様
）

が
ア
イ
ヌ
人
と
接
触
す
る
以
前
も
以
後
も
ア
イ
ヌ
語
の
方
言
的
相
違
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、
東
北
地
方
の
ア
イ
ヌ
語
（
ア

イ
ヌ
系
言
語
：
蝦
夷
語
）
が
大
変
古
い
時
期
の
ア
イ
ヌ
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

マ
タ
ギ
語
の
史
的
変
化

マ
タ
ギ
語
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
社
会
的
・
地
域
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
イ
ヌ
語
彙
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
接
触
言
語
で
あ
る
。

さ
ら
に
時
空
だ
け
で
限
定
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
里
人
、
山
の
女
神
に
対
す
る
秘
密
語
で
も
あ
る
。

マ
タ
ギ
語
は
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
は
日
本
語
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
地
理
的
関
係
上
さ
ら
に
遅
れ
て
変
化
し
た
可
能
性
も

あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
東
北
方
言
で
は
前
鼻
音
化
が
未
だ
に
残
存
し
て
い
る
方
言
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。

本
章
で
は
い
つ
ご
ろ
ア
イ
ヌ
語
か
ら
借
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
借
用
は

日
本
語
の
音
韻
変
化
の
前
か
後
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
音
韻
変
化
の
前
後
で
い
つ
頃
ア
イ
ヌ
語
の
借
用
語
が
流
入
し
た
か
が

概
略
分
か
る
の
で
あ
る
。

も
し
マ
タ
ギ
語
が
音
韻
変
化
を
引
き
起
こ
し
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
語
も
同
じ
音
韻
環
境
で
音
韻
変
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
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場
合
に
は
、
ア
イ
ヌ
か
ら
の
借
用
語
が
マ
タ
ギ
の
音
韻
変
化
よ
り
も
前
に
起
こ
っ
た
と
言
え
る
。

逆
に
、
も
し
マ
タ
ギ
語
が
音
韻
変
化
を
引
き
起
こ
し
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
語
が
マ
タ
ギ
語
の
音
韻
変
化
と
は
異
な
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
が
マ
タ
ギ
の
音
韻
変
化
よ
り
も
後
に
起
こ
っ
た
と
言
え
る
。

例
え
ば
、
マ
タ
ギ
語
（
日
本
語
）
の
音
韻
変
化/p/>/ Φ

/>/h/

（
実
際
に
起
こ
っ
た
変
化
）
が
起
こ
り
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用

語
が
同
じ
音
韻
変
化
を
お
こ
し
た
と
す
る
と
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
マ
タ
ギ
語
（
日
本
語
）
へ
の
借
用
が
こ
の
音
韻
変
化
よ
り
も
前
に
起

こ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
音
韻
変
化 /p/>/ Φ

/>/h/

が
実
際
に
起
こ
っ
た
一
六
世
紀
よ
り
も
前
に
こ
の
借
用
が
起
こ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
六
世
紀
の
ど
の
程
度
前
か
ら
借
用
が
始
ま
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
変
化
が
完
了
し
た
の
が
一
六
世
紀
以
前

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
祖
語
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
や
擦
文
文
化
を
併
合
し
た
一
一
世
紀
頃
に
古
代
ア
イ
ヌ
語
が
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
が
完
了
し
た
の
は
一
一
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
間
と
見
ら
れ
る
。
こ

の
両
仮
説
を
時
系
列
で
図
式
化
す
る
と
、

　
（
一
）
マ
タ
ギ
語
の
音
韻
変
化
以
前
に
借
用
が
起
こ
っ
た
場
合
：

　
　
　
　
　
　
　

古
代
日
本
語
期
（
～11th C

.

）　

中
期
日
本
語
期
（
～16th C

.

）

　
　

  

マ
タ
ギ
語
：	

/p/　

>/ Φ
/ >>　

/h/　

　
　

  

ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
語
：	/p/  >/ Φ

/ >>　

/h/　

　
　

  

こ
の
場
合
に
は
マ
タ
ギ
語
も
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
語
も
同
じ
変
化
を
経
る
。
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（
二
）
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
が
マ
タ
ギ
の
音
韻
変
化
よ
り
後
に
起
き
た
場
合
：　

  　
　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　

古
代
日
本
語
（
～11th C

.

）　

中
期
日
本
語
（
～16th C
.

）

　
　

  
マ
タ
ギ
語
：	

/p/　

>/ Φ
/  >>　

/h/　

　
　

  
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
語
：	/p/  >/ Φ

/  >>　

/h/　
　

     

　
　
　
　
　
　
　

中
期
日
本
語
（
～17th C

.

）　

現
代
日
本
語 

（
～20th C

.

）

　
　

  

ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
語
：	/p/　

   =　

     /p/

　
　
　
　
　
　
　
（
現
代
日
本
語 pan 

［
パ
ン
］、purin 

［
プ
リ
ン
］）

こ
こ
で
は
実
際
に
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
語
頭/p-/

の
借
用
語
例
が
な
い
の
で
、
西
洋
語
か
ら
の
借
用
を
例
に
と
り
提
示
す
る
：「
パ

ン
」（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
起
源
）
や
「
プ
リ
ン
」（
英
語
起
源
）
の
例
は
借
用
時
期
が
一
六
世
紀
以
降
で
あ
る
。

日
本
語
（
マ
タ
ギ
語
）
に
ア
イ
ヌ
語
か
ら
一
七
世
紀
以
降
に
借
用
さ
れ
た
と
す
る
と
、/p/

が
語
頭
に
そ
の
ま
ま
変
化
せ
ず
に
残
り
、

/h/

に
は
変
化
し
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は/h-/
に
変
化
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
マ
タ
ギ
語
に
借
用
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
語
は
一
六
世

紀
以
前
に
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 

さ
ら
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
古
代
ア
イ
ヌ
語
を
一
一
世
紀
と
す
る
と
、
こ
の
借
用
時
期
は
一
一
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
と
い
う
こ

と
が
こ
の
言
語
変
化
か
ら
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
語
の
借
用
語
の
マ
タ
ギ
語
へ
の
流
入
は
時
期
的
ス
パ
ン
が

あ
る
に
し
て
も
、
歴
史
的
事
実
と
言
語
学
的
事
実
に
よ
っ
て
そ
の
時
間
的
幅
が
検
証
で
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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六　

結
論

マ
タ
ギ
語
は
日
本
祖
語
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
上
代
日
本
語
以
前
の
時
期
か
ら
派
生
し
た
方
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述

べ
た
。
し
か
し
、
マ
タ
ギ
語
は
一
般
の
東
北
方
言
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
な
く
、
同
じ
よ
う
な
音
声
・
音
韻
変
化
を
経
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
古
代
ア
イ
ヌ
語
が
形
成
さ
れ
た
一
一
世
紀
ご
ろ
に
な
っ
て
以
降
、
徐
々
に
ア
イ
ヌ
と
の
接
触
が
密
に
な
る
に
し
た

が
っ
て
、
他
の
東
北
方
言
と
の
異
な
り
、
特
に
語
句
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
世
紀
に
密
教
な
ど
の
仏
教
が
日
本
に
伝
わ
り
、
そ
の
影
響
も
そ
の
後
受
け
た
が
、
マ
タ
ギ
の
動
物
解
体
時
の
呪
文
や
儀
式
な
ど

に
大
き
く
そ
の
跡
を
残
し
た
。
一
七
世
紀
以
前
に
は
東
北
地
方
の
多
く
の
藩
で
は
マ
タ
ギ
を
一
般
の
猟
師
と
は
区
別
し
て
特
別
の
マ

タ
ギ
称
号
を
与
え
た
。

こ
れ
は
個
人
と
し
て
の
称
号
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
藩
で
正
式
に
マ
タ
ギ
集
団
と
し
て
も
徐
々
に
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
里
人
と
は
マ
タ
ギ
集
団
を
区
別
し
、
山
の
女
神
を
崇
め
奉
り
、
特
別
な
精
神
性
を
も
つ
集
団
と
し
て
そ

れ
を
言
語
と
い
う
形
で
区
別
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
最
終
的
に
は
秘
密
語
と
し
て
の
マ
タ
ギ
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
集
団
の
一
体
感
を
持
た
せ
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
は
ど
の
文
化
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
と
も
強
く
映
す
の
は
言
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ

る
と
そ
の
文
化
が
一
機
に
衰
退
し
て
い
く
。
そ
れ
が
マ
タ
ギ
語
・
マ
タ
ギ
文
化
に
見
ら
れ
る
言
語
消
滅
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ

語
も
同
様
に
衰
退
し
た
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
文
化
は
ア
イ
ヌ
の
血
を
ひ
く
若
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

現
時
点
に
お
い
て
、
飛
躍
的
な
生
活
の
向
上
が
あ
り
、
生
業
を
立
て
る
た
め
の
マ
タ
ギ
集
団
は
不
要
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ

こ
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
と
軌
を
一
に
す
る
、
先
住
民
族
的
持
続
可
能
な
経
済
が
あ
っ
た
。
自
然
を
敬
い
、
自
分
た
ち
も
自
然
の
一
部
と
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し
て
生
き
て
い
く
と
と
も
に
何
世
代
か
後
の
世
代
の
子
孫
の
こ
と
も
考
慮
す
る
、
そ
の
生
き
方
は
現
代
の
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど
失
い

つ
つ
あ
る
宝
で
あ
る
。

現
在
、
特
に
叫
ば
れ
て
い
る
、
気
候
変
動
、
環
境
破
壊
、
地
球
温
暖
化
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
一
つ
の
方
法
と
し
て
の
マ
タ
ギ
・
ア

イ
ヌ
の
生
き
方
や
そ
の
言
語
の
啓
蒙
に
は
遅
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
く
何
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
は
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
現
実
か
ら
何
を
学
ん
で
ど
の
よ
う
な
意
識
で
行
動
す
る
か
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
人
間
を
中
心
に
据
え
る
（
人
間
支
配
の
）
生
き
方
で
は
な
く
、
自
然
と
調
和
す
る
生
き
方
、
太
い
パ
イ

プ
に
よ
る
食
物
連
鎖
（
循
環
）
の
継
承
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
タ
ギ
や
ア
イ
ヌ
、
そ
し
て
先
住
民
族
な
ど
の
先
人
の
生
き
方
を

見
習
い
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
調
和
・
超
越
し
て
い
く
だ
け
の
気
づ
き
・
直
感
と
知
性
（
技
術
）
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
一
環
と
し
て
、
自
然
と
人
間
の
中
間
地
域
と
い
わ
れ
る
、「
言
語
と
文
化
」
は
ま
さ
に
そ
の
「
中
間
の
緩
衝
地
帯
」

で
あ
り
、
こ
の
「
緩
衝
材
と
し
て
の
言
語
と
文
化
」
は
言
語
学
者
の
使
命
と
し
て
日
本
か
ら
の
発
信
が
必
要
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

文
献

マ
タ
ギ
：

板
橋
義
三　

二
〇
〇
七
「
マ
タ
ギ
言
葉
に
見
ら
れ
る
ア
イ
ヌ
系
言
語
語
彙
の
言
語
学
的
特
徴
」『
東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文

化
研
究
』N

o.10

、
一
七
一-

一
八
八
頁

板
橋
義
三　

二
〇
一
四
『
マ
タ
ギ
語
辞
典
』
現
代
図
書

稲
雄
次　

一
九
九
三
『
武
藤
鉄
城
研
究
』
無
明
舎
出
版

岩
淵
功　

二
〇
〇
三
『
弘
前
藩
の
狩
猟
（
1
）、（
2
）』
草
稿　
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太
田
雄
治　

一
九
九
七
『
マ
タ
ギ　

消
え
ゆ
く
山
人
の
記
録
』
慶
友
社

長
田
雅
彦　

一
九
八
二
『
最
後
の
狩
人
た
ち　

阿
仁
マ
タ
ギ
と
羽
後
鷹
匠
』
無
明
舎
出
版

田
中
康
弘　

二
〇
〇
九
『
マ
タ
ギ　

矛
盾
な
き
労
働
と
食
文
化
』
え
い
出
版
社

田
中
康
弘　

二
〇
一
三
『
マ
タ
ギ
と
は
山
の
恵
み
を
い
た
だ
く
者
な
り
』
え
い
出
版
社

戸
川
幸
夫　

一
九
六
二
『
野
性
へ
の
旅
Ⅱ　

マ
タ
ギ　

―
狩
人
の
記
録
―
』
新
潮
社

野
添
憲
治　

一
九
八
九
『
マ
タ
ギ
を
生
業
に
し
た
人
た
ち
』
同
友
館

弘
前
市
編
集
委
員
会
編　

一
九
五
九
『
砂
子
瀬
部
落
誌
』
十
和
田
岩
木
川
総
合
開
発
協
議
会

武
藤
鉄
城　

一
九
六
九
『
秋
田
マ
タ
ギ
聞
書
』
慶
友
社

村
井
米
子　

一
九
八
四
『
マ
タ
ギ
食
伝
』
春
秋
社

森
山
泰
太
郎　

一
九
六
八
『
砂
子
瀬
物
語
』
津
軽
書
房

ア
イ
ヌ
語
：

板
橋
義
三　

一
九
九
八
「
ア
イ
ヌ
語
の
接
辞i/si

と
古
代
日
本
語
の
接
辞
、
名
詞i/si

の
同
源
性
に
つ
い
て
」
九
州
大
学
比
較
社
会

文
化
学
府
紀
要
『
比
較
社
会
文
化
』
第
四
巻 

九
九-
一
一
八
頁

板
橋
義
三　

二
〇
〇
四
「
樺
太
ア
イ
ヌ
語
の
母
音
の
長
短
と
北
海
道
ア
イ
ヌ
語
の
高
さ
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
関
係
の
解
明
」
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
課
題
番
号
：12610559

、
研
究
種
目
：
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
）

板
橋
義
三　

二
〇
一
四
『
ア
イ
ヌ
語
・
日
本
語
の
形
成
過
程
の
解
明
に
向
け
て
の
研
究
』
現
代
図
書

大
野
晋
、
金
関
恕
編　

二
〇
〇
六
「
考
古
学
・
人
類
学
・
言
語
学
と
の
対
話　

日
本
語
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
岩
波
書
店
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鏡
味
明
克　

二
〇
一
三
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
研
究
の
俗
説
・
定
説
・
補
説
」『
日
本
語
学
』V

ol. 32-6

、
七
〇-

七
九
頁

片
山
龍
峯　

一
九
九
三
『
日
本
語
と
ア
イ
ヌ
語
』
す
ず
さ
わ
書
店

金
田
一
京
助　

一
九
六
〇
『
ア
イ
ヌ
語
研
究
』
三
省
堂

小
泉
保　

一
九
九
八
『
縄
文
語
の
発
見
』
青
土
社

斎
藤
成
也　

二
〇
〇
五
『
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
見
た
日
本
人
』
筑
摩
書
房

斎
藤
成
也　

二
〇
一
七
『
日
本
人
の
源
流
』
河
出
書
房
新
社

瀬
川
拓
郎　

二
〇
一
五
『
ア
イ
ヌ
学
入
門
』
講
談
社

瀬
川
拓
郎　

二
〇
一
六
『
ア
イ
ヌ
と
縄
文
』
筑
摩
書
房

中
川
裕　

二
〇
〇
〇
『
ア
イ
ヌ
語
千
歳
方
言
辞
典
』
草
風
館　

中
川
裕　

二
〇
〇
三
「
日
本
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
史
的
関
係
」『
日
本
語
系
統
論
の
現
在
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
九

-

二
一
九
頁

橋
本
萬
太
郎　

一
九
七
八
『
言
語
類
型
地
理
論
』
弘
文
堂

服
部
四
郎　

一
九
六
四
『
ア
イ
ヌ
語
方
言
辞
典
』
岩
波
書
店

松
本
克
己　

二
〇
〇
三
「
日
本
語
の
系
統
―
類
型
地
理
論
的
考
察
―
」『
日
本
語
系
統
論
の
現
在
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、

四
一–

一
二
九
頁　

山
田
秀
三　

一
九
九
三
『
東
北
・
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
研
究
』
草
風
館

山
田
秀
三　

一
九
九
五
ａ
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
研
究
1
』
草
風
館

山
田
秀
三　

一
九
九
五
ｂ
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
輪
郭
』
草
風
館


